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多
角
的
か
つ
慎
重
に
長
期

間
議
論
し
た
、
合
併
協
定
書

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

合
併
協
定
書
の
意
義
と

重
み
に
つ
い
て
。

 

総
務
部
長

　

合
併
協
議
会
で
議
論
を
重

ね
ら
れ
た
成
果
と
し
て
作
成

さ
れ
、
6
町
村
の
議
会
で
合

併
議
決
が
な
さ
れ
、
首
長
が

調
印
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変

大
き
な
意
義
と
重
み
を
持
つ

も
の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

 

合
併
52
項
目
は
努
力
の

結
晶
と
考
え
ま
す
が
、
実
施

状
況
は
。

 

新
市
建
設
計
画
を
除
く

協
定
項
目
の
内
、
50
項
目

は
協
定
事
項
に
沿
っ
て
、
条

例
・
規
則
の
整
備
が
な
さ
れ

た
も
の
と
理
解
し
て
い
ま

す
。
実
行
さ
れ
て
い
な
い
市

の
花
・
木
・
鳥
等
の
制
定

は
、
市
政
10
周
年
を
記
念
し

て
事
務
を
進
め
た
い
と
思
い

ま
す
し
、
新
庁
舎
建
設
に
つ

い
て
は
、
現
庁
舎
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
で
市
民
の

理
解
を
得
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

市
長
が
当
時
の
合
併
推

進
支
援
室
長
と
し
て
描
か
れ

た
合
併
後
の
高
島
市
と
、
就

任
後
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
と

の
違
い
に
つ
い
て
。

 

新
市
建
設
計
画
に
描
か

れ
た
将
来
目
標
像
の
理
念
等

を
尊
重
し
、
政
策
決
定
に
生

か
し
、
市
政
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
の
た
め
、
誠
心
誠

意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

新
庁
舎
建
設
凍
結
は
合

併
協
議
会
の
経
過
に
お
い
て

も
、
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

に
逆
行
す
る
の
で
は
。

 

防
災
、
危
機
管
理
の
観

点
や
建
設
事
業
費
等
の
問
題

か
ら
、
現
庁
舎
を
最
大
限
に

活
用
す
る
方
針
で
臨
ま
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と

は
逆
行
し
て
い
る
と
の
ご
指

摘
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

 

仮
に
新
庁
舎
の
建
設
経

費
が
30
億
円
と
し
た
場
合
、

合
併
特
例
債
利
用
で
30
年
返

済
す
れ
ば
、
国
が
７
割
、
市

が
３
割
の
負
担
で
、
市
負
担

は
、
年
間
約
３
千
万
円
と
な

り
ま
す
。
年
間
約
２
８
０
億

円
の
一
般
会
計
か
ら
見
て
、

な
ぜ
負
担
が
大
き
い
の
で
す

か
。 

市　

長

　

将
来
に
わ
た
る
地
方
交
付

税
の
総
額
が
確
保
さ
れ
る
の

か
と
い
う
課
題
と
、
少
子
高

齢
化
が
進
む
当
市
で
は
、３
、 

０
０
０
万
は
わ
ず
か
な
一
般

財
源
と
は
言
え
な
い
財
政
状

況
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 

分
庁
方
式
は
市
民
や
職

員
か
ら
不
都
合
や
不
満
を
耳

に
す
る
が
如
何
で
す
か
。

 

現
庁
舎
を
最
大
限
利
用

し
、
必
要
な
場
合
は
増
改
築

を
行
い
、
市
民
の
日
常
生
活

を
日
々
支
え
る
行
政
運
営
が

何
よ
り
も
最
優
先
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

◆
高
島
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

合
併
協
定
書
に
つ
い
て

廣
本　

昌
久　

議
員

 

現
在
高
島
市
商
工
会
発

行
の
ア
イ
カ
と
い
う
地
域

通
貨
が
あ
り
ま
す
。
1
回
限

り
の
商
品
券
と
は
異
な
り
、

例
え
ば
３
、０
０
０
万
円
の

地
域
通
貨
の
発
行
で
、
高
島

市
内
で
5
回
流
通
さ
れ
た
と

す
れ
ば
、３
、０
０
０
万
円
×

5
回
で
、
1
億
5
千
万
円
の

経
済
波
及
効
果
が
生
ま
れ
ま

す
。
経
済
は
地
域
、
高
島
市

の
中
で
ぐ
る
ぐ
る
と
回
し
て

い
っ
て
こ
そ
、
地
域
に
活
気

も
雇
用
も
生
ま
れ
ま
す
。
高

島
市
の
経
済
を
活
性
化
さ
せ

る
、
ア
イ
カ
を
活
用
し
て
の

地
域
経
済
振
興
策
の
現
状
と

効
果
及
び
今
後
の
取
り
組
み

を
伺
い
ま
す
。

 

産
業
経
済
部
長

　

地
域
通
貨
ア
イ
カ
は
、
平

成
19
年
４
月
か
ら
商
工
会
に

お
い
て
運
用
が
開
始
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
発
行
額
は
２
億 

５
、０
５
１
万
７
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
扱

店
数
は
１
、０
９
７
店
で
、

商
工
会
会
員
の
６
３
．８
％

が
加
盟
さ
れ
て
い
ま
す
。
流

通
状
況
は
商
工
会
で
算
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
1
月

末
の
状
況
は
１
．３
回
で
あ

り
、
市
内
商
工
業
者
の
売
上

増
進
に
一
定
寄
与
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ま
す
が
、
回
転

数
を
上
げ
て
こ
そ
の
地
域
通

貨
で
あ
る
こ
と
は
、
十
分
認

識
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
に
お
い
て
は
商
工
会
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
周
知
の
徹

底
と
利
用
増
に
努
め
ま
す
。

高
島
市
の
防
災
計
画
に
つ

い
て

 

地
域
防
災
計
画
修
正
業

務
に
対
し
て
７
２
０
万
円
、

原
子
力
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
作
成
業
務
に
対
し
て

５
０
０
万
円
合
わ
せ
て
、

１
、２
２
０
万
円
の
業
務
を

原
案
か
ら
大
阪
の
国
際
航
業

と
い
う
会
社
に
委
託
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ど
う
し
て
計
画
を

自
前
で
策
定
し
よ
う
と
さ
れ

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

政
策
部
長

　

原
子
力
防
災
計
画
の
初
め

て
の
大
き
な
見
直
し
で
あ

り
、
知
識
に
乏
し
い
職
員
で

は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
防

災
計
画
作
成
に
関
す
る
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
業
者
を
選
定
し

業
務
委
託
契
約
を
締
結
し
ま

し
た
。
こ
の
会
社
は
、
過
去

に
市
の
「
地
震
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
」
の
作
成
や
、「
Ｇ
Ｉ

Ｓ
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
」
も

請
け
負
っ
て
お
り
、
原
子
力

災
害
時
の
危
険
個
所
や
避
難

所
を
地
図
上
で
把
握
す
る
な

ど
、
調
整
が
し
や
す
い
利
点

も
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
業
者
に
丸
投
げ
で
は
な

く
、
業
者
の
原
案
と
県
の
地

域
防
災
計
画
改
定
案
等
を
参

考
に
市
の
担
当
者
が
作
成
と

校
正
を
行
い
、
市
の
地
域
の

実
情
に
即
し
た
計
画
が
で
き

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

高
島
市
の
地
域
経
済
に
つ
い
て

熊
谷　

も
も　

議
員

 

高
島
市
の
観
光
振
興
を

図
る
た
め
の
今
後
の
施
策

は
。 

産
業
経
済
部
長

　

着
地
型
観
光
の
企
画
と
情

報
発
信
に
ウ
エ
イ
ト
を
置

き
、
市
設
置
の
観
光
施
設
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

 

高
島
市
の
観
光
入
込
み

状
況
と
観
光
に
よ
る
経
済
効

果
は
。

 

平
成
23
年
度
で
は
、

日
帰
り
・
宿
泊
合
わ
せ
て

４
２
４
万
３
千
人
の
入
込
客

数
で
、
官
公
庁
が
持
つ
一
人

当
た
り
の
旅
行
者
単
価
で
計

算
す
る
と
、
約
１
７
６
億
７ 

千
万
円
程
度
の
経
済
効
果
が

あ
っ
た
と
推
計
さ
れ
ま
す
。

 

高
島
市
の
観
光
集
客

（
入
込
み
）
を
増
や
す
た
め

の
方
策
は
。

 

入
込
客
数
の
年
次
目
標

や
誘
客
目
的
を
明
確
に
す
る

こ
と
で
、
Ｐ
Ｒ
方
法
や
情
報

発
信
す
る
手
段
に
つ
い
て
も

分
析
す
る
機
会
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

 

高
島
市
の
観
光
中
枢
で

あ
る
「
び
わ
湖
高
島
観
光
協

会
」
の
今
後
の
方
向
性
と
あ

り
方
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

お
考
え
か
。

 

従
来
の
観
光
協
会
の
業

務
に
加
え
「
地
域
経
済
の
活

性
化
を
担
う
観
光
協
会
」
と

し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 

「
び
わ
湖
高
島
観
光
協

会
」
の
体
制
強
化
を
図
る
上

で
の
職
員
数
の
適
正
化
は
。

 

協
会
自
ら
が
、
役
割
や

今
後
の
あ
り
方
を
議
論
い

た
だ
き
、
そ
の
上
で
職
員
の

体
制
に
つ
い
て
主
体
的
に
判

高
島
市
の
観
光
振
興
に
対
す
る
今
後
の
取
り

組
み
と
方
向
性
に
つ
い
て

青
谷　
　

章　

議
員

断
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
ま

す
。 

地
域
の
魅
力
や
特
性
を

生
か
し
た
「
自
然
体
験
交
流

型
観
光
」
を
軸
に
し
た
「
着

地
型
観
光
」
を
推
進
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

 

着
地
型
観
光
の
企
画
や

各
施
設
と
の
連
携
・
調
整
を

観
光
協
会
に
担
っ
て
い
た
だ

き
、
地
域
が
連
携
・
協
働
し

来
訪
者
の
満
足
度
を
高
め
た

い
と
考
え
ま
す
。

 

市
長
の
観
光
政
策
の
ひ

と
つ
で
あ
る
「
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
に
よ
る
観
光
誘
客
」
の

具
体
的
な
取
り
組
み
と
観
光

振
興
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。 

各
種
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の

積
極
的
な
活
用
や
、
教
育

旅
行
誘
致
キ
ャ
ラ
バ
ン
等
へ

の
参
加
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
市
の
自
然
環
境

を
活
か
し
「
体
験
す
る
、
交

流
す
る
、
学
ぶ
」
と
い
っ
た

要
素
を
取
り
入
れ
、
来
訪
者

か
ら
「
選
ば
れ
る
地
域
」
と

な
る
よ
う
高
島
の
「
ほ
ん
ま

の
良
さ
」
を
発
信
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

最大限に活用する方針が示された現新旭庁舎

地域通貨「アイカ」を活用し、経済の活性化を

ニーズが高い自然体験型レジャー施設




